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   第 ７ 回   熊本県議会    決算特別委員会会議記録 

 

平成28年10月28日(金曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時19分休憩 

            午前11時25分開議 

            午後０時10分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第32号 平成27年度熊本県一般会計歳

入歳出決算の認定について 

 議案第40号 平成27年度熊本県林業改善資

金特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 議案第41号 平成27年度熊本県沿岸漁業改

善資金特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

――――――――――――――― 

出席委員(10人) 

        委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 山 口   裕 

        委  員 西 岡 勝 成 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 橋 口 海 平 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員(２人) 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 松 田 三 郎 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 農林水産部 

         部 長 濱 田 義 之 

       政策審議監 田 中 純 二 

      生産経営局長 川 口 卓 也 

      農村振興局長 小 栁 倫太郎 

        森林局長 宮 田   修 

        水産局長 平 岡 政 宏 

      首席審議員兼 

    農林水産政策課長 白 石 伸 一 

         政策監 下 田 安 幸 

      団体支援課長 杉 山 正 三 

 流通アグリビジネス課長 荒 木   亮 

      農業技術課長 堤   友 信 

      農産園芸課長 酒瀬川 雅 士 

         政策監 大 島   深 

        畜産課長 中 村 秀 朗 

  農地・担い手支援課長 鳥 井   修 

      首席審議員兼 

      農村計画課長 村 山 直 康 

      農地整備課長 西 森 英 敏 

     むらづくり課長 今 田 久仁生 

      技術管理課長 田 中 耕 作 

      森林整備課長 赤 羽   元 

      林業振興課長 三 原 義 之 

      森林保全課長 長谷川   誠 

      水産振興課長 木 村 武 志 

    漁港漁場整備課長 田 尻 雅 裕 

――――――――――――――― 

 出納局職員出席者 

    会計管理者兼出納局長 出 田 貴 康 

          会計課長 瀬 戸 浩 一 

――――――――――――――― 

 監査委員事務局職員出席者 

         局 長 高 山 寿一郎 

   首席審議員兼監査監 佐 藤 美智子 

――――――――――――――― 

 事務局職員出席者 

       議事課主幹 甲 斐   博 

       議事課参事 小 池 二 郎 
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――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○池田和貴委員長 それでは、ただいまから

第７回決算特別委員会を開会いたします。 

 本日は、農林水産部の審査を行うこととし

ております。 

 それでは、これより農林水産部の審査を行

います。 

 まずは、執行部の説明を求めた後に、一括

して質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のままで簡潔にお願いいたし

ます。 

 それでは、農林水産部長から決算概要等の

総括説明を行い、続いて、担当課長から順次

資料の説明をお願いいたします。 

 初めに、濱田農林水産部長。 

 

○濱田農林水産部長 おはようございます。 

 決算の御説明に先立ちまして、昨年度の決

算特別委員長報告におきまして、改善または

検討を要する事項等ということにされたもの

について、その後の措置状況をまず報告させ

ていただきます。 

 当部については「クマモト・オイスターに

ついては、ブランド化に向けて一定量を確保

できるよう、さらに事業の推進に努めるこ

と。」という御指摘をいただいております。 

 現在、今年度の配付用稚貝の生産を行って

おりまして、10月から11月にかけて、生産者

に純粋種の稚貝40万個の配付を行います。こ

れに加えまして、新たにクマモト・オイスタ

ーとマガキのハイブリッド種、この稚貝生産

にも取り組んでおります。来年の２月には、

生産者に30万個の稚貝を配付する予定といた

しておりまして、これらの稚貝を用いまし

て、平成29年度の春の販売に向けまして養殖

試験を行い、さらなる販売量の増加を目指す

とともに、安定生産の体制づくりを進めてま

いります。 

 続きまして、農林水産部における一般会

計、特別会計の平成27年度決算の概要につい

て御説明を申し上げたいと思います。 

 お手元の説明資料の１ページをお開きいた

だきたいと思います。 

 ここに歳入歳出決算総括表がございます。 

 １ページでございます。最下段をごらんい

ただきたいと思います。 

 まず、歳入につきましては、これは左側の

ほうでございますが、一般会計と２本の特別

会計を合わせまして、収入済み額が361億

7,100万円余となっております。また、収入

未済額は１億8,700万円余、そして不納欠損

額は１万3,000円となってございます。収入

未済の内訳でございますが、これは漁港の公

害防止事業費の事業者負担金などでございま

す。これまでの取り組みといたしまして、債

権者の財産差し押さえや分納誓約書による分

割納入などを進めておりまして、平成26年度

末よりも2,200万円減少をいたしております

けれども、これは、さらに努力を続けてまい

りたいというふうに思っております。 

 また、右側の歳出でございますが、支出済

み額が583億6,800万円余でございます。翌年

度繰越額が165億9,300万円余、そして不用額

が49億3,000万円余となってございます。 

 翌年度繰越額のところでございますが、主

に国の経済対策、これが２月補正で予算計上

されたという事情、それからまた、地元調

整、工法の検討に不測の日数を要したことな

どによるものでございます。また、不用額に

つきましては、補助事業における要望額の減

など事業量の減少や事業執行に伴う入札残で

ございます。 

 以上が農林水産部の決算の概要でございま

す。 

 詳細につきましては、この後、各課長から

御説明させていただきますので、御審議のほ

どよろしくお願いを申し上げます。 
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○池田和貴委員長 それでは、引き続き各課

長から説明をお願いいたします。 

 

○白石農林水産政策課長 農林水産政策課長

の白石でございます。 

 初めに、定期監査における指摘事項はござ

いません。 

 それではまず、決算特別委員会説明資料に

沿って説明させていただきます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 農林水産政策課分の歳入につきまして、本

課分とそれから所管しております農業研究セ

ンター、林業研究指導所、水産研究センター

について御説明いたします。 

 不納欠損額、収入未済額はございません。 

 予算現額と収入済み額との比較において差

額が大きいもののみ説明させていただきま

す。 

 説明資料の４ページをお願いいたします。 

 下から３段目の農畜産物売払収入につきま

して、予算現額と収入済み額との比較で

4,738万円余の増額となっております。これ

は、農業研究センターにおける農産物の収量

の増などでございます。 

 次に、歳出についてでございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 １段目、総務費のうち、一般管理費につき

ましては、繰越額、それから不用額ともにご

ざいません。 

 中段の農業総務費の不用額934万円余につ

きましては、経費節減等に伴う執行残でござ

います。 

 次に、８ページをお願いいたします。 

 上段の農業研究センター費の不用額3,668

万円余、下段の畜産業費、農業研究センター

費の不用額698万円につきましては、いずれ

も人件費の執行残や経費節減等に伴う執行残

でございます。 

 次に、９ページをお願いいたします。 

 下段の林業研究指導所費の不用額254万円

余につきましては、経費節減等に伴う執行残

でございます。 

 10ページをお願いいたします。 

 下段の水産研究センター費の不用額1,034

万円余につきましては、庁舎改修工事設計委

託の入札残や経費節減等に伴う執行残でござ

います。 

 次に、附属資料の１ページをお願いいたし

ます。 

 翌年度繰り越しについて説明させていただ

きます。 

 農業研究センター施設災害復旧事業及び水

産研究センター施設保全事業につきまして

は、屋根の耐久性など建物の機能性向上の検

討などの設計に不測の日数を要したため、繰

り越しがあったものでございます。 

 なお、農業研究センター災害復旧事業の進

捗率５％と書いておりますが、９月１日現在

のものでございまして、今月末に竣工予定で

ございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

 御審議をよろしくお願いいたします。 

 

○杉山団体支援課長 団体支援課長の杉山で

ございます。 

 まず、当課におきまして、定期監査の指摘

事項はございません。 

 続きまして、平成27年度の決算について御

説明いたします。 

 説明資料のほうに戻っていただきまして、

11ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳入で、13ページまででござい

ますが、不納欠損はございません。また、11

ページの２段目、諸収入の収入未済額3,600

万円余につきましては、後ほど附属資料によ

り一括して説明させていただきます。また、

諸収入のうち、林業振興資金回収金につきま

して、予算現額と収入済み額との比較で１億

円の減額となっております。この資金は、短

期の運転資金として貸し付け後、年度内に回
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収することとしておりますけれども、資金の

需要が見込みを下回ったため、貸し付ける必

要がなかったといったものでございます。 

 また、下から２段目の漁業振興貸付金回収

金につきましても、予算現額と収入済み額と

の比較で1,000万円の減額となっております

が、ただいまの林業振興資金と同様の理由で

ございます。 

 続きまして、14ページから一般会計の歳出

でございます。 

 15ページをお願いいたします。 

 上段の農業金融対策費につきまして、不用

額が1,600万円余ございます。主な理由は、

備考欄の上段に記載しておりますとおり、貸

付金の資金需要等が見込みを下回ったことや

経費節減による執行残でございます。 

 下段の農業協同組合指導費につきまして、

不用額が860万円余ございます。備考欄に記

載のとおり、事業未実施による執行残が主な

理由でございます。これは、農協合併支援事

業が合併の影響により事業未実施となったも

のでございます。 

 16ページをお願いいたします。 

 下から３段目の林業振興指導費の不用額１

億円余につきましては、資金需要が見込みを

下回ったことによるものでございます。 

 17ページをお願いいたします。 

 上段の水産業協同組合指導費の不用額

1,200万円余につきましては、事業量の減少

等に伴う執行残でございます。 

 18ページをお願いいたします。 

 林業改善資金特別会計でございます。 

 まず、歳入でございますけれども、不納欠

損はございません。 

 ２段目の繰越金につきまして、予算現額と

収入済み額との比較で７億8,400万円余の増

となっておりますが、この資金は、前年度の

貸付残額を翌年度に繰り越して貸し付ける仕

組みとしております。前年度の貸し付けが少

なかったことにより繰り越したものでござい

ます。 

 中ほどの林業・木材産業改善資金貸付金償

還元金と、19ページの２段目の林業・木材産

業改善資金違約金の収入未済額につきまして

は、一般会計同様、後ほど附属資料により説

明させていただきます。 

 20ページをお願いいたします。 

 上から２段目の林業・木材産業改善資金助

成金の不用額4,790万円余につきましては、

資金需要が見込み額を下回ったことによるも

のでございます。 

 21ページをお願いいたします。 

 沿岸漁業改善資金特別会計の歳入でござい

ますが、不納欠損はございません。 

 ２段目の繰越金につきまして、予算現額と

収入済み額との比較で３億2,400万円余の差

がありますが、これは、貸付残額を繰り越し

たことによるものでございます。 

 下から２段目の貸付金償還元金と下段の貸

付金延滞違約金の収入未済額につきまして

は、後ほど附属資料により説明をさせていた

だきます。 

 22ページをお願いいたします。 

 沿岸漁業改善資金につきまして、不用額

1,500万円余につきましては、資金需要が見

込みより少なかったことによるものでござい

ます。 

 続きまして、決算特別委員会附属資料をお

願いいたします。 

 47ページをお願いいたします。 

 団体支援課の収入未済の状況につきまして

御説明いたします。 

 上段の表、一般会計では、農業改良資金貸

付金の元金2,500万円余と延滞違約金の1,000

万円余が収入未済となっております。農業改

良資金の収入未済は全て過年度分で、このう

ち、本年９月末現在で32万円を回収しており

ます。 

 中段の表の林業・木材産業改善資金は、元

金990万円余と延滞違約金40万円余が収入未
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済となっております。これにつきましても、

９月末現在で150万円余を回収しておりま

す。 

 下段の表の沿岸漁業改善資金は、元金

1,000万円余、延滞違約金500万円余が収入未

済となっており、９月末現在で80万円余を回

収しております。 

 48ページをお願いいたします。 

 上段は、収入未済額の過去３カ年の推移で

ございます。 

 １段目、２段目の農業改良資金の元金と違

約金の合計額は、前年度比較で48万円余増加

しております。これは、元金完納に伴います

延滞違約金の発生によるものでございます。

ちなみに、元金について、前年度と比較いた

しますと170万円余減少をしております。 

 ３段目の漁業金融円滑化貸付金は、延滞違

約金を誓約書に基づき分納中でございます。 

 ４段目、５段目の林業・木材産業改善資金

の元金と違約金の合計額は、過年度分の回収

を進めたことによりまして、前年度に比べ

230万円余減少をしております。 

 ６段目、７段目の沿岸漁業改善資金の元金

と違約金の合計額は、これも、過年度分の回

収を進めたことによりまして、前年度比較で

58万円余減少をしております。 

 団体支援課の収入未済額全体では、前年度

に比べまして240万円余減少をしておりま

す。 

 下段の収入未済額の状況でございますが、

延滞者の数は下段の合計欄の件数19名となっ

ておりまして、全員、分割により納付中でご

ざいます。 

 49ページをお願いいたします。 

 平成27年度の未収金対策でございます。 

 未収金の回収に向けましては、一括支払い

が困難な場合には、できる範囲内で分納によ

り償還していただくという方針で取り組んで

おりまして、分納計画を確実な納付に結びつ

けるために、連帯保証人と連名で分納誓約書

を徴するということに取り組んでおります。

また、毎年、面談によりまして、債務者や連

帯保証人に対する催告を行っております。 

 未収金の回収につきましては、今後とも、

地域振興局や農協、森林組合、漁協などの関

係機関と連携を図り、経営状況等も十分に把

握いたしまして、回収に努めてまいります。 

 団体支援課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課長の鳥井でございます。よろしくお願

いします。 

 当課におきまして、昨年度の農地・農業振

興課の全ての事業とそれから担い手・企業参

入支援課の企業参入を除く業務を所管してお

りますので、この２課分を説明させていただ

きます。 

 ２課におきまして、定期監査における指摘

事項はございません。 

 説明資料のほうをごらんください。 

 23ページをお願いします。 

 まず、農地・農業振興課分ですけれども、

歳入につきましては、不納欠損、収入未済と

もございません。 

 予算現額と収入済み額の比較で数字の大き

いものを説明させていただきます。 

 ６段目の地方創生加速化交付金ですけれど

も、これは、中山間地域農地集積総合支援事

業に充てるものですけれども、年度末の経済

対策によるもので、全額繰り越しをしており

ます。 

 その下の７段目の地域活性化・地域住民生

活等緊急支援交付金ですけれども、同じく中

山間地域農地集積総合支援事業に充てるもの

です。これは、中山間地域に参入して農地を

確保しようとする公益農業法人等のために、

地域で話し合って農地を集積する事業ですけ

れども、昨年の９月補正で着手をし、３地域

で農業法人等と地域の検討が行われましたけ
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れども、年度内には１地域を除いて話し合い

がつながらなかったため、事業費が減となっ

ております。この取り組みにつきましては、

28年度も継続して取り組んでおります。 

 24ページをごらんください。 

 ７段目の農用地利用集積等推進基金繰入金

ですけれども、昨年度、各地域で地域営農法

人を設立し、中間管理機構を通じまして農地

を集積する動きを活発にしましたので、これ

に伴う機構集積協力金を基金から繰り入れる

ための予算でございます。予算を確保しまし

たけれども、対策が一部年内に間に合わなか

ったケースがありましたので、それについて

年度内に交付しなかったため、繰り入れが減

少したことに伴うものでございます。 

 26ページをごらんください。 

 歳出でございます。 

 ３段目の農業総務費におきまして３億

2,000万円余の不用額がございますが、これ

は、主に先ほどの農地集積加速化事業におき

ます農地集積交付金の実績が計画を下回った

ことによるものでございます。 

 続きまして、28ページからは、担い手・企

業参入支援課分でございます。 

 歳入で不納欠損が１件ございます。31ペー

ジをごらんください。 

 ７段目の雑入ですけれども、１万3,000円

の不納欠損となっております。これは、平成

22年に農業参入の補助を受けました企業が破

産をいたしまして、管財人による破産手続

で、この補助によって取得した備品が処分さ

れました。当該財産の処分価格に補助率の３

分の１を掛けた県の債権の１万5,000円に対

して、精算によりまして配当を受けました

1,041円との差額１万3,000円余を不納欠損処

分として行ったものでございます。 

 そのほか、予算現額と収入済み額の差の大

きいものを御説明いたします。 

 29ページにお戻りください。申しわけあり

ません。 

 ４段目の農業・食品産業強化対策整備交付

金ですけれども、経営体育成支援事業に充て

るものですけれども、２月の経済対策に伴う

28年度への繰り越し及び国の採択が厳しかっ

たことによる事業費の減のためでございまし

て、予算に対して収入済み額が７億2,600万

円余少なくなっております。 

 ６段目の地方創生加速化交付金ですけれど

も、これは、熊本型新規就農支援事業に充て

るものですけれども、年度末の経済対策に伴

うもので、全額繰り越しております。 

 続きまして、31ページをお願いします。 

 ６段目の青年就農給付金事業補助金です。 

 国の年度末の経済対策の補正の取り組みに

伴う繰り越し及び給付者の見込みに対して給

付対象者が少なかったことによりまして、予

算に対して２億3,500万円余の減になってお

ります。 

 32ページをごらんください。 

 歳出になります。 

 農業総務費におきまして1,900万円余の不

用が生じておりますけれども、これは、主に

中山間地域担い手確保支援事業における事業

費の減によるものでございます。 

 33ページをお願いします。 

 農業改良普及費におきまして7,300万円余

の不用が生じておりますが、主に青年就農給

付金の見込みと実績の差による事業費の減で

ございます。 

 ２段目の農業構造改善事業費におきまして

５億5,400万円余の不用が生じておりますけ

れども、経営体育成支援事業の事業費の減に

よるものでございます。 

 次のページをごらんください。 

 最後に、農業指導施設費でございますけれ

ども、1,600万円余の不用が生じております

が、主に施設保全改修事業の執行残によるも

のでございます。 

 続きまして、附属資料で繰り越しの御説明

をいたします。 
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 ２ページをお願いします。 

 農地・農業振興課分で、中山間農地集積事

業でございます。 

 これにつきましては、年度末の経済対策に

伴うもので、補正繰り越しをしております。

この資料によります進捗率は０％となってお

りますけれども、これにつきましては、今２

市町村で参入法人と地域のマッチングを行っ

ておりまして、地震の影響等で少し進捗がお

くれておりますけれども、このマッチングが

でき次第、話し合い経費等の事業、交付決定

を行って事業が進んでいくものと考えており

ます。 

 続きまして、３ページです。 

 担い手・企業参入支援課分ですけれども、

１段目の中山間地域担い手確保支援事業から

５段目の青年就農給付金事業までにつきまし

ては、国の経済対策に伴い、２月補正で成立

したため、全額繰り越しをしております。 

 続きまして、６段目の６次産業化推進・加

工施設整備支援事業、これが６段目と７段目

ですけれども、これは、県内の農業参入企業

に対しまして、農産物加工施設の補助を行っ

ているものですけれども、着工後、地盤強化

対策等の必要性が判明しましたので、その対

策のために事業がおくれまして、年度内に完

了せず、繰り越しをいたしたものです。この

２つの事業につきましては、既に竣工してお

ります。 

 農地・担い手支援課につきましては以上で

ございます。 

 よろしくお願いします。 

 

○荒木流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課の荒木でございます。 

 当課におきまして定期監査における指摘事

項はございません。 

 それでは、一般会計の歳入について御説明

いたします。 

 資料は、説明資料に戻っていただきまし

て、35ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額ともございません。 

 一番上段の国庫支出金につきましては、予

算現額と収入済み額との比較で8,600万円余

の減額となっております。その主な内訳とい

たしましては、上から４段目でございますけ

れども、地方創生加速化交付金、これにつき

ましては、フードバレーローカルブランディ

ング事業に充てたものでございます。 

 それから、下から２段目、同じく地方創生

加速化交付金、これにつきましては、地域一

体型産業創出事業ほか２事業に充てたもので

ございますけれども、いずれも28年度への繰

り越しに伴いまして6,000万円余の減額、ま

た、一番下の地域住民生活等緊急支援のため

の交付金でございますが、これは、くまもと

の赤推進事業外５事業に充てておりますけれ

ども、これにつきましては、いずれも事業量

の減に伴いまして2,500万円余の減額となっ

たものでございます。 

 続きまして、一般会計の歳出につきまして

御説明申し上げます。 

 資料は、37ページをお願いいたします。 

 中段の計画調査費でございます。 

 予算現額8,200万円余に対しまして、5,500

万円余の支出、2,500万円余の翌年度繰り越

し、不用額は100万円余でございます。 

 繰越額の内容につきましては、繰越事業調

べで後ほど説明させていただきます。 

 不用額の主な内容は、事業量の減等に伴う

執行残でございます。 

 それから、下段、農業総務費でございます

が、予算現額６億7,300万円余に対しまし

て、６億100万円余の支出、3,500万円余の翌

年度繰り越しで、不用額は3,600万円余でご

ざいます。 

 不用額の主な内容につきましてですけれど

も、経費の節減に伴う執行残でございますと

か、くまもとの６次産業化総合対策事業の事
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業要望の減少など、事業量の減少に伴うもの

でございます。 

 続きまして、附属資料に移っていただきま

して、４ページをお願いいたします。 

 繰り越し関係でございます。 

 ４事業ございますが、いずれも２月補正で

予算措置いただきました経済対策分でござい

ます。合計で6,000万円余の繰り越しがござ

います。 

 流通アグリビジネス課は以上のとおりでご

ざいます。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

 

○今田むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 当課におきましては、定期監査における指

摘事項はございません。 

 一般会計の歳入について御説明いたしま

す。 

 説明資料の39ページをお願いいたします。 

 当課に係る歳入につきましては、不納欠

損、収入未済ともございません。 

 上から４段目の国庫支出金につきまして

は、予算現額と収入済み額との比較で２億

5,260万円の減額となっております。その主

な内訳を御説明いたします。 

 ８段目の農山漁村地域活性化推進交付金に

つきましては、事業量の減少に伴い、減額に

なったものでございます。 

 続きまして、40ページをお願いします。 

 ２段目の中山間地域等担い手収益力向上支

援事業費補助、農山漁村地域整備交付金につ

きましては、平成28年度への繰り越しに伴

い、減額となったものでございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 42ページをお願いします。 

 ４段目の農業総務費でございますが、不用

額の2,123万円余は、主に中山間地域等直接

支払事業の事業量の減少に伴う執行残及び経

費節減に伴う執行残等でございます。 

 翌年度繰越額4,100万円につきましては、

繰越事業調べの中で御説明させていただきま

す。 

 次に、５段目の農作物対策費でございます

が、不用額の5,565万円余は、主に鳥獣被害

防止総合対策事業の事業量の減少に伴う執行

残でございます。 

 43ページをお願いします。 

 農業構造改善事業費でございますが、不用

額は、主に経費節減に伴う執行残でございま

す。 

 中段の農地総務費でございますが、不用額

はございません。 

 次に、下段の土地改良費でございますが、

翌年度繰越額１億490万円につきましては、

県営中山間地域総合整備事業費外２事業の分

でございます。こちらは、繰越事業調べの中

で御説明させていただきます。 

 不用額は、県営中山間地域総合整備事業等

の国庫内示減等によるものでございます。 

 続きまして、附属資料で繰越事業の御説明

をいたします。 

 附属資料の５ページをお願いします。 

 １段目、世界農業遺産を活用した草原再生

推進事業費、２段目、学官連携による農山漁

村実態調査費、４段目の中山間地域耕作条件

改善等事業費、それから５段目の中山間地域

等担い手収益力向上支援事業費につきまして

は、２月補正予算で成立した事業でございま

す。年度末までの適正な事業期間が確保でき

なかったため、繰り越したものでございま

す。全事業、既に開始しておりまして、年度

内に完了予定でございます。 

 ３段目の県営中山間地域総合整備事業費に

つきましては、工法検討による工事調整に不

測の日数を要したために、やむを得ず繰り越

したものでございます。中山間地域における

基盤整備を行っております。今年度末までに

完了する予定でございます。 

 むらづくり課は以上でございます。 
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 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○堤農業技術課長 農業技術課の堤でござい

ます。 

 まず、定期監査における指摘事項はござい

ません。 

 次に、一般会計の歳入について御説明申し

上げます。 

 資料のほうは委員会資料のほうに戻ってい

ただきまして、44ページから46ページまでで

ございます。 

 歳入につきましては、不納欠損、収入未済

額ともございません。 

 続きまして、歳出について御説明申し上げ

ます。 

 47ページをお願いいたします。 

 １段目の総務費の一般管理費でございます

が、繰り越し、不用額ともございません。 

 次に、４段目の農林水産業費の農業改良普

及費でございますが、不用額の2,400万円余

につきましては、人件費の執行残や経費節減

等による執行残でございます。 

 続きまして、48ページをお願いいたしま

す。 

 農作物対策費の不用額2,860万円余につき

ましては、入札に伴う執行残や経費節減等に

伴う執行残でございます。 

 農業技術課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○酒瀬川農産園芸課長 農産園芸課長の酒瀬

川です。よろしくお願いします。 

 農産課と園芸課分について御説明をさせて

いただきます。 

 本冊に戻っていただきまして、説明資料、

農産課分の説明でございます。 

 49ページをお願いいたします。 

 農産課につきましては、定期監査における

指摘事項はございません。 

 次に、一般会計の歳入について御説明をい

たします。 

 不納欠損、収入未済額ともにございませ

ん。 

 一番上の段の国庫支出金でございますけれ

ども、予算現額と収入済み額の比較で9,586

万円余の減額となっておりますが、これは、

国からの交付金の減及び繰り越しに伴い減額

となったものでございます。 

 次の50ページをお願いいたします。 

 上から４段目の諸収入でございますが、予

算現額と収入済み額の比較で28億9,500万円

余の減額となっておりますが、これは、産地

の収益力向上を図るため、施設整備等を支援

いたします産地パワーアップ事業分でござい

まして、国の経済対策２月補正で予算措置を

賜ったものを繰り越したための減額でござい

ます。 

 続きまして、歳出について御説明をいたし

ます。 

 51ページをお願いいたします。 

 １段目の総務費の一般管理費でございま

す。繰り越し、不用額ともございません。 

 次に、４段目の農林水産業費の農作物対策

費でございますが、翌年度繰越額29億5,740

万円余につきましては、後ほど附属資料にて

御説明をさせていただきます。 

 不用額１億564万円余についてでございま

すが、主な理由といたしましては、県産米粉

パン地産地消促進事業の要望減による事業量

の減少、生産総合事業の施設整備における入

札残に伴う執行残でございます。 

 次に、繰り越しについて御説明をいたしま

す。 

 附属資料の６ページをお願いいたします。 

 農産課分の繰越事業でございますが、１段

目の産地パワーアップ事業につきましては、

国の経済対策２月補正で予算措置をしたため

の全額繰り越しでございます。進捗率が０％

となっておりますけれども、熊本地震の影響

によりまして、事業のスケジュールをちょっ
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と後ろのほうにおくらせた関係がございまし

て、現在は各市町村へ交付決定を行っており

まして、引き続き事業の推進に努めてまいり

たいと考えております。 

 ２段目から４段目まで、阿蘇防災特産事業

につきましては、こちらも国の経済対策２月

補正によるものでございます。全額繰り越し

の分でございます。進捗状況につきまして

は、全額執行済みでございます。 

 ５段目のＪＡ参入モデル事業につきまして

は、これも国の経済対策２月補正で予算措置

をしたものでございまして、進捗率が０％と

なっておりますけれども、熊本地震の影響に

より事業実施が困難な地域を除いては、事業

計画の協議も済んでおりまして、年度内に完

了する予定でございます。 

 農産課分は以上でございます。 

 引き続き園芸課分を御説明いたします。 

 説明資料、本冊の53ページをお願いいたし

ます。 

 園芸課につきましては、定期監査における

指摘事項はございません。 

 一般会計の歳入について御説明を申し上げ

ます。 

 歳入につきましては、不納欠損、収入未済

額ともございません。 

 一番上の段の国庫支出金でございますが、

予算現額と収入済み額との比較で9,026万円

余の減額となっておりますが、これは、阿蘇

火山の降灰対策としまして、国の経済対策２

月補正で繰り越しをしたものでございます。 

 次に、歳出について御説明をいたします。 

 説明資料の54ページをお願いいたします。 

 １段目の総務費の一般管理費でございます

が、繰り越し、不用額ともございません。 

 次に、４段目の農林水産業費の農作物対策

費でございます。翌年度繰越額３億1,534万

円余につきましては、後ほど附属資料にて御

説明をさせていただきます。 

 不用額１億6,761万円余についてでござい

ますが、主な理由といたしましては、木質バ

イオマス等エネルギー対策事業における要望

減に伴う事業量の減少、阿蘇火山防災園芸対

策事業等の施設整備における入札に伴う執行

残でございます。 

 次に、繰り越しについて御説明をさせてい

ただきます。 

 附属資料の７ページをお願いいたします。 

 繰越事業でございます。 

 １段目の阿蘇火山防災園芸対策事業につき

ましては、施工中に削井をしていたんですけ

れども、固い岩盤が出てきたために、工事の

調整に不測の日数を要しまして繰り越したも

のでございます。また、進捗状況につきまし

ては、熊本地震の影響により工事が中断して

おりましたけれども、現在は再開をしており

まして、年内に完了の予定でございます。 

 ２段目の阿蘇火山防災園芸対策事業の経済

対策分でございます。国の経済対策で２月補

正で予算を措置したため、全額繰り越してお

ります。こちらにつきましては、年内に完了

の予定でございます。 

 ３段目の台風被害等園芸・果樹復旧対策事

業につきましては、ことしの１月に発生しま

した豪雪被害対策といたしまして、ハウス施

設等の復旧を行うもので、繰り越しをしたも

のでございます。事業実施に当たりまして、

関係機関との調整に時間を要したため、繰り

越したものでございます。また、施工時期

が、ビニールの被覆が３月以降ということも

ございまして進捗率が１％となっております

けれども、現在は全ての箇所で工事に着手を

いたしておりまして、年度内に完了の予定で

ございます。 

 農産園芸課につきましては以上でございま

す。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 

○中村畜産課長 畜産課でございます。 

 まず、定期監査の指摘事項はございませ
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ん。 

 本冊の説明資料55ページをお願いいたしま

す。 

 歳入につきましては、55ページから59ペー

ジまででございますけれども、不納欠損額、

収入未済額はございません。 

 予算現額と収入済み額との差が大きいもの

について御説明させていただきます。 

 56ページをお願いいたします。 

 最下段の特殊自然災害対策施設緊急整備事

業費補助につきまして、予算現額と収入済み

額との比較で１億2,860万円余のマイナスと

なっております。これは、国の経済対策予算

に伴い、２月補正で成立した予算でございま

す。歳入も連動して全額繰り越したことによ

る調定額の減によるものでございます。 

 次に、57ページをお願いいたします。 

 １段目の公社営畜産基地建設事業費補助に

つきまして、予算現額と収入済み額との比較

が3,932万円のマイナスとなっております。

これも、公社営畜産基地建設事業において、

翌年度への繰り越しに伴う調定額の減による

ものでございます。 

 上段から４段目の畜産競争力強化整備事業

費補助につきまして、予算現額と収入済み額

との比較が３億5,732万円余のマイナスとな

っております。これは、畜産クラスター事業

の平成27年度６月補正において７億5,000万

の歳入予算に対して、国の内示が５億8,688

万円余となり、その差額１億6,311万を不用

としたこと、また、内示の一部について１億

7,830万円余を繰り越したことによるものが

主な要因でございます。 

 続きまして、歳出について御説明させてい

ただきます。 

 60ページをお願いいたします。 

 １段目の総務費につきまして、翌年度繰越

額、不用額ともございません。 

 最下段の畜産振興費の不用額２億5,613万

円余の理由につきまして、右の備考欄の内容

に記載しておりますとおり、国の内示額の

減、執行残によるものでございます。これ

は、先ほど説明いたしました畜産クラスター

事業の内示減、執行残によるものでございま

す。 

 なお、積極的な待ち受け予算として確保し

たところですが、５億9,000万円余の内示

は、北海道に次ぐ全国第２のシェアをとるこ

とができました。 

 大変申しわけありませんが、家畜保健衛生

費が61ページと62ページにまたがっておりま

す。 

 まず、62ページをお願いいたします。 

 不用額が3,686万円余でございますけれど

も、申しわけありません、61ページの右の備

考欄の内訳に記載しておりますとおり、事業

実施後の執行残が2,754万円余となっており

ます。その主なものにつきましては、中央家

畜保健衛生所の解体工事及び城北家畜保健衛

生所、阿蘇家畜保健衛生所の設計委託の入札

残となっております。 

 続きまして、別冊の附属資料、繰越事業に

ついて御説明いたします。 

 ８ページをお願いいたします。 

 １段目の畜産クラスター事業は、国の内示

等のスケジュールがおくれることが予見され

たため、６月補正予算で計上した予算であ

り、農地転用など諸手続、地元の調整に不測

の日数を要したため、繰り越したものでござ

います。工事は、６月までに全て完了してお

ります。 

 ２段目の阿蘇火山防災畜産対策事業は、国

の経済対策の予算であり、これも２月補正の

予算議決から年度末までに適正な事業期間が

確保できなかったため、全額繰り越したもの

でございます。11月までに全て終了する予定

でございます。 

 ３段目の家畜保健衛生所施設整備事業は、

中央家畜保健衛生所の外構工事の前提となる

解体工事の施工において既存施設の補修も含
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まれることから、営繕課、施設側、設計業者

との打ち合わせに時間を要したため、繰り越

したものでございます。これは今月中に完成

をいたします。 

 ４段目の公社営畜産基地建設事業につきま

しては、家畜排せつ物や牛舎等の建設におい

て、悪臭、水質汚濁のおそれがあるため、地

元との調整に不測の日数を要したため、繰り

越したものでございます。工事は、７月中に

完成しております。 

 今後とも速やかな工事完了に努めてまいり

ます。 

 畜産課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○村山農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 当課におきましては、定期監査における指

摘事項はございません。 

 一般会計の歳入について御説明いたしま

す。 

 説明資料の63ページをお願いいたします。 

 上から２段目でございますが、国営土地改

良事業費負担金で収入未済額が4,447万円余

でございます。この収入未済額につきまして

は、右側の備考欄にございますように、国営

土地改良事業として実施いたしました横島地

区、矢部地区及び羊角湾地区の受益者負担金

でございまして、これに係る収入未済という

ことでございます。これにつきましては、後

ほど附属資料で詳しく御説明させていただき

ます。 

 次に、４段目から次の65ページにかけまし

て、使用料及び手数料、国庫支出金、繰越金

及び諸収入につきましては、不納欠損額、収

入未済額ともございません。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 66ページをお願いいたします。 

 ３段目の農地総務費でございますが、これ

は、主に職員給与費でございます。不用額

は、人件費の執行残でございます。 

 次に、下段の土地改良費でございますが、

66ページから67ページにかけまして、備考欄

に事業の概要を記載しておりますように、国

営土地改良事業直轄負担金ほか各種の土地改

良事業に要した経費でございます。不用額の

2,722万円余は、国庫内示減等によるもので

ございます。繰越額の1,000万円につきまし

ては、後ほど附属資料で御説明させていただ

きます。 

 下段の農地防災事業費でございますが、こ

れは、横島地区で実施しております国営の直

轄海岸保全事業の県負担金でございます。 

 次に、繰り越しについて御説明いたしま

す。 

 附属資料の９ページをお願いいたします。 

 農業農村整備推進交付金事業費で繰り越し

を行っております。繰り越しは、合計３カ所

で総額1,000万円でございます。繰り越しの

理由としましては、工法検討による工事調整

に不測の日数を要したため、やむを得ず繰り

越したものでございます。３カ所とも既に完

成してございます。 

 附属資料の50ページをお願いいたします。 

 国営土地改良事業費負担金に係る平成27年

度の収入未済について御説明いたします。 

 まず、国営土地改良事業費負担金の流れに

ついて御説明します。 

 資料の左下にあります参考１をごらんくだ

さい。 

 国営土地改良事業の受益者負担につきまし

ては、県が一括して国に納付します。県の債

務者は土地改良区で、土地改良区が受益農家

から負担金を徴収し、県に納付する仕組みと

なってございます。 

 次に、一番上に戻っていただきまして、

１、平成27年度歳入決算の状況について御説

明いたします。 

 平成27年度の国営土地改良事業費負担金の

収入未済額は4,447万円余で、該当する地区
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は、横島、矢部、羊角湾の３地区となってお

ります。 

 次に、２、収入未済額の過去３カ年の推移

をごらんください。 

 国営土地改良事業費負担金につきまして

は、平成25年度末には8,000万円を超えてお

りましたが、土地改良区への指導等を強める

ことで徐々に削減してきてございます。 

 附属資料の51ページをお願いいたします。 

 ４、平成27年度の未収金対策をごらんくだ

さい。 

 平成27年度についても、未収金解消計画の

策定やヒアリングなどにより、土地改良区指

導を行ったほか、土地改良区が行う臨戸徴収

に同行するとともに、未納者の所有する農地

の利用促進や企業参入などの支援を実施した

ところでございます。 

 今後とも未収金が解消されるよう努めてま

いります。 

 農村計画課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○西森農地整備課長 農地整備課の西森でご

ざいます。 

 まず、当課におきまして、定期監査におけ

る指摘事項はございません。 

 説明資料の68ページをお願いいたします。 

 歳入について御説明申し上げます。 

 農地整備課は、不納欠損額、収入未済額と

もにございません。 

 上から２段目、分担金及び負担金でござい

ますが、69ページまで記載しております。 

 表の中ほど、予算現額と収入済み額との比

較で増減が生じておりますが、これは、主に

予算計上後に、上から２段目の分担金と下か

ら２段目の負担金の間で額の変更が生じたも

の及び国庫補助金の内示減が生じたものでご

ざいます。 

 続きまして、70ページをお願いいたしま

す。 

 上から２段目、農地費国庫補助金でござい

ますが、道整備交付金を初めとしました12の

交付金や事業費補助を計上しております。 

 表の中ほど、予算現額と収入済み額との比

較で27億6,300万円余の差が生じております

が、これは、備考欄にありますとおり、主に

国庫内示減及び繰り越しによる減でございま

す。 

 また、71ページ、下から３段目、災害復旧

費国庫補助金につきまして、団体営農地災害

復旧費補助及び県営耕地災害復旧費補助を計

上しておりますが、４億9,200万円余の差が

生じております。これも、主に国庫内示減及

び繰り越しによる減でございます。 

 続きまして、72ページをお願いいたしま

す。 

 中ほどの諸収入でございますが、予算現額

と収入済み額との比較で１億7,900万円余の

差が生じております。これは、主に73ページ

の下から２段目の開発指定事業高率補助精算

金の交付割り当て額の増によるものでござい

ます。これは、備考欄にありますとおり、い

わゆる後進地かさ上げによる国庫の交付割合

が増額されたことによるものでございます。 

 続きまして、歳出について御説明申し上げ

ます。 

 74ページをお願いいたします。 

 ４段目の農地総務費でございますが、不用

額の1,200万円余につきましては、備考欄に

ありますとおり、主に人件費の執行残及び土

地改良事業の国庫支出金返納金の執行残でご

ざいます。 

 次に、下段の土地改良費でございますが、

不用額の13億2,500万円余につきましては、

備考欄にありますとおり、主に国の内示額が

予算額を下回ったこと等による執行残でござ

います。 

 事業の概要としましては、75ページの備考

欄に記載しております県営かんがい排水事業

を初めとしました９事業でございます。 
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 なお、翌年度繰越額につきましては、後ほ

ど別冊の附属資料にて説明させていただきま

す。 

 次に、75ページ、下段の農地防災事業費で

ございますが、不用額の３億2,400万円余に

つきましては、主に国の内示額が予算額を下

回ったこと等による執行残でございます。 

 事業の概要としましては、海岸保全事業を

初めとした７事業でございます。 

 次に、76ページをお願いいたします。 

 農地災害復旧費でございますが、不用額の

２億6,800万円余につきましては、主に国か

らの内示額が予算額を下回ったこと等による

執行残でございます。 

 事業の概要としましては、被災した農地や

農業施設の復旧に要した経費でございます。 

 では、続きまして、別冊附属資料の10ペー

ジをお願いいたします。 

 農地整備課分の繰越事業につきましては、

明許繰り越しが10ページから16ページ、ま

た、事故繰越を17ページに記載しておりま

す。 

 まず、明許繰り越しですが、繰り越しの主

な理由としましては、地元との協議や用地交

渉等に不測の日数を要したものや、国の経済

対策に伴い２月補正で成立した予算について

適正な工期を確保するために、やむを得ず繰

り越したものなどでございます。 

 16ページをお願いいたします。 

 一番下に明許繰り越しの箇所数及び繰越額

の合計を記載しておりますが、箇所数が76カ

所、繰越額が39億8,600万円余となっており

ます。 

 地元関係者との調整等により進捗率が低い

地区もございますが、事業効果が早く発現し

ますよう、早期の工事完了を目指していると

ころでございます。 

 次に、17ページをお願いいたします。 

 事故繰越についてですが、１地区計上して

おります。これは、26年度の農地防災事業経

済対策分のうち、豊川北部における湛水防除

事業について、4,600万円余を事故繰越しす

ることとなったものでございます。理由とし

ましては、排水機場の下部工事において、設

計段階で想定していた支持層が施工段階で確

認できなくなり、工事を中断し、くい長計算

等を再度行わなければならなかったため、不

測の日数を生じたものでございます。 

 なお、現在くいを製作中でございまして、

できたものから順次打ち込んでおり、２月中

には完成する予定としております。 

 では、最後に、54ページをお願いいたしま

す。 

 取得用地の未登記一覧表を掲載しておりま

す。 

 工事施行に伴い取得しました用地につきま

して、相続登記の関係で未登記となっている

ものでございます。 

 表の中ほど、Ｇ欄、登記残筆数にあります

とおり、27年度末の未登記数は82筆で、昨年

度末の88筆から６筆の減となっております。

また、当年度発生分についても100％処理し

ております。 

 今後とも、関係者の動向や現地の状況を把

握しながら、原因となっております事項に細

かく対応を行い、未登記解消に努力してまい

ります。 

 農地整備課は以上でございます。 

 御審議よろしくお願いします。 

 

○田中技術管理課長 技術管理課でございま

す。 

 当課におきましては、定期監査における指

摘事項はございません。 

 説明資料、本資料の77ページをお願いしま

す。 

 一般会計歳入について御説明いたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額ともにございません。 

 ４段目の地域活性化・地域住民生活等緊急
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支援交付金でございますが、これは、熊本広

域農地ＧＩＳのシステム構築に使用しており

ます。この予算現額と収入済み額の比較で

1,331万円余の減額となっておりますが、こ

れは国庫内示減によるものでございます。 

 次に、歳出につきまして御説明いたしま

す。 

 78ページをお願いします。 

 １段目の総務費の一般管理費でございます

が、不用額はございません。 

 ４段目の農地総務費は、職員給与費と地籍

調査費でございます。不用額の３万円余は、

人件費の執行残でございます。 

 次の段の土地改良費でございますが、備考

欄の事業概要に記載しておりますとおり、電

子入札・工事進行管理システム開発事業、農

地情報オンデマンド見える化事業等の経費で

ございますが、不用額の1,455万円余は、主

に入札に伴う執行残でございます。 

 次に、下段の林業総務費でございます。 

 備考欄の事業の概要に記載していますとお

り、職員給与費、電子入札・工事進行管理シ

ステム開発事業林業分の経費でございます。

不用額の155万円余は、人件費の執行残でご

ざいます。 

 繰越事業はございません。 

 技術管理課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○赤羽森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 まず、当課におきましては、定期監査にお

ける指摘事項はございません。 

 続きまして、説明資料の79ページをお願い

いたします。 

 一般会計の歳入について御説明いたしま

す。 

 一般会計の歳入につきましては、不納欠損

額及び収入未済額はございません。 

 主な項目について御説明いたします。 

 79ページ、上から４段目の国庫支出金でご

ざいますが、予算現額と収入済み額との比較

の欄がマイナス５億5,700万円余となってお

ります。これは、主に最下段の造林事業費補

助で、間伐や作業道の整備等の事業を繰り越

したことによるものでございます。 

 次に、80ページをお願いいたします。 

 下から２段目の財産収入でございますが、

4,300万円余の増となっております。これ

は、主に県有林の立木販売収入が増加したこ

とによるものでございます。 

 81ページをお願いいたします。 

 最下段の諸収入でございますが、予算現額

と収入済み額との比較の欄がマイナス10億

1,800万円余となっております。これは、国

の経済対策に伴う間伐等の事業を繰り越した

ことによるものでございます。 

 続きまして、一般会計の歳出について御説

明いたします。 

 資料の83ページをお願いいたします。 

 上から２段目の林業費でございますが、翌

年度繰越額18億8,000万円余、不用額9,700万

円余が生じております。繰り越しについて

は、後ほど御説明いたします。 

 下段の林業総務費3,300万円余の不用額に

ついては、補助事業の要望減少等による事業

量の減少や経費節減等によるものでございま

す。 

 84ページをお願いいたします。 

 最下段の造林費2,800万円余の不用額につ

いては、主に備考欄１の造林事業費における

補助事業の要望減少に伴う事業量の減少など

によるものでございます。 

 85ページをお願いいたします。 

 一番上、県有林費1,900万円余の不用額に

ついては、主に備考欄２の県有林造成事業の

入札執行残等によるものでございます。 

 続いて、別冊附属資料の18ページをお願い

いたします。 

 19ページにかけまして、針広混交林化促進
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事業以下、計10件、18億9,800万円余につい

て繰り越しを行っております。主な繰越理由

といたしましては、国の経済対策に伴う２月

補正での予算成立であったこと、また、事業

実施箇所の決定や工法等の検討に不測の日数

を要したことなどにより繰り越しをいたしま

した。 

 繰り越しをした事業のうち、４件は既に完

了しておりまして、その他につきましても年

度内に完了の予定でございます。 

 森林整備課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○三原林業振興課長 林業振興課の三原でご

ざいます。 

 まず、定期監査における指摘事項はござい

ません。 

 委員会資料に戻っていただければと思いま

す。 

 説明資料の86ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳入でございます。 

 一般会計の歳入については、不納欠損額、

収入未済額はございません。 

 主な項目について説明させていただきま

す。 

 まず、１段目、国庫支出金ですが、予算現

額と収入済み額との差額10億5,260万円余に

つきましては、28年度への繰り越しや事業費

を減額したことなどによるものでございま

す。 

 主な内訳ですが、上から３段目、農山漁村

地域整備交付金で２億5,210万円余の繰り越

しですとか、最下段の道整備交付金で２億

3,860万円余の事業費の減及び繰り越しによ

るものでございます。 

 また、次の87ページでございますが、４段

目、災害復旧費国庫補助金で１億9,150万円

余の予算現額と収入済み額との差額になって

おります。これは、過年並びに現年林道災害

復旧事業におきます繰り越し及び査定等によ

る事業費の減によるものでございます。 

 次に、88ページをお願いいたします。 

 下から３段目、諸収入について、予算現額

と収入済み額との差額が9,370万円余となっ

ております。これは、主に下の89ページの上

から２段目の合板・製材生産性強化対策事業

補助で、国の経済対策２月補正の繰り越しに

よるものでございます。 

 続きまして、90ページをお願いいたしま

す。 

 一般会計の歳出でございます。 

 ２段目、農林水産業費の林業費で、翌年度

繰り越しが11億260万円余、不用額が３億

4,190万円余となっております。翌年度繰越

額につきましては、後ほど別冊の附属資料で

説明させていただきます。 

 まず、４段目、林業振興指導費では、不用

額が２億7,960万円余となっております。こ

れは、備考欄にございますが、みどりの産業

再生プロジェクト促進事業の計画変更に伴う

事業量の減少などによる執行残でございま

す。 

 続きまして、91ページをお願いいたしま

す。 

 ２段目、林道費でございますが、８億

4,750万円余の繰り越しとなっております

が、これにつきましても、後ほど説明させて

いただきます。 

 また、不用額が5,310万円余となっており

ますが、これは、林道事業費の事業量の減少

などによるものでございます。 

 続きまして、92ページをお願いいたしま

す。 

 災害復旧費の林道災害復旧費につきまし

て、１億530万円余の繰り越しと8,630万円余

の不用額がございます。不用額につきまして

は、林道災害復旧におきます災害査定に伴う

計画変更による執行残でございます。 

 次に、繰り越しについて御説明いたしま

す。 
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 別冊附属資料の20ページをお願いいたしま

す。 

 明許繰り越しについてですが、20ページの

上段、地域林業担い手実践モデル事業費か

ら、23ページでございますが、現年林道災害

復旧費まで、11事業を掲載しております。 

 23ページの最下段でございますが、59カ

所、12億800万円余につきまして、27年度か

ら28年度に繰り越しを行っております。 

 主な繰越理由といたしましては、国の経済

対策に伴う２月補正の予算であったこと、あ

るいは用地等の交渉に時間を要したこと、ま

た、工法の検討に不測の日時を要したことな

どによるものでございます。 

 繰り越した事業のうち18カ所につきまして

は、既に完了しております。その他につきま

しても、年度内には完了の予定でございま

す。 

 林業振興課は以上です。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○長谷川森林保全課長 森林保全課でござい

ます。 

 大変申しわけございません。説明資料の歳

出に関する調べ、96、97ページを訂正いたし

ております。お手元のほうに配付させていた

だきます。 

  （資料配付） 

○長谷川森林保全課長 歳出については、お

配りいたしたもので後ほど説明させていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

 本課における定期監査での指摘事項はござ

いません。 

 説明資料93ページをお願いいたします。 

 歳入について御説明いたします。 

 不納欠損額、収入未済額はございません。 

 ２段目、国庫支出金につきまして、予算現

額と収入済み額との比較で18億4,600万円余

のマイナスとなっております。これは、農山

漁村地域整備交付金から次のページの３段目

の現年治山災害復旧費補助まで、繰り越しな

どによるものでございます。 

 次に、95ページをお願いいたします。 

 最下段の開発指定事業高率補助精算金にお

きまして6,000万円余の増となっておりま

す。これは、精算金の確定による国庫割り当

て額によるものでございます。 

 96ページをお願いいたします。 

 先ほどお配りした資料のほうで御説明させ

ていただきます。 

 歳出でございます。 

 ２段目、林業費で翌年度繰越額33億4,800

万円余、不用額6,200万円余が生じておりま

す。繰り越しについては、後ほど説明させて

いただきます。 

 不用額について、主なものを説明いたしま

す。 

 97ページをお願いいたします。 

 １段目の治山費の5,500万円余につきまし

ては、事業量の減少や入札残のほか、経費節

減に伴うものでございます。 

 続きまして、附属資料の24ページをお願い

いたします。 

 繰越事業でございます。 

 24ページから39ページまで、治山事業や治

山激甚災害対策特別緊急事業など、９事業を

掲載しております。 

 39ページをお願いいたします。 

 一番下の段でございます。 

 合計で117カ所、33億1,000万円余について

繰り越しを行っております。 

 主な理由といたしまして、計画や工法の検

討に不測の日数を要したこと、用地等の交渉

に不測の日数を要したこと等でございます。 

 森林保全課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○木村水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 説明資料の98ページをお願いいたします。 
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 当課におきまして、定期監査における指摘

事項はございません。 

 また、歳入に関しまして、不納欠損額及び

収入未済額はございません。 

 款項目節の２段目の使用料及び手数料の欄

で95万円余の増が生じておりますが、これ

は、主に漁船登録件数が当初の想定よりも増

となったことが理由でございます。 

 99ページをお願いいたします。 

 最上段の有明海漁業振興技術開発事業費補

助ですが、これは、国費により有明海にクル

マエビやガザミの放流を行う事業でございま

して、事業計画の変更に伴うことで156万円

余の減額を生じております。 

 100ページをお願いいたします。 

 中段の諸収入のうち、受託事業収入、農林

水産業受託事業収入のうち、水産研究費受託

事業収入について350万円の減が生じており

ますが、これは、国立研究開発法人水産総合

研究センターからウナギの資源調査受託事業

費の計画変更の減によるものでございます。 

 次に、最下段の雑入についてでございます

が、45万円の収入がございます。これは、上

天草市にあります大矢野種苗生産施設にあり

ます太陽光発電設備の余剰電力の収入による

ものでございます。 

 続きまして、歳出につきまして御説明いた

します。 

 101ページをお願いいたします。 

 ３段目の農林水産業費、水産業費ですが、

予算現額13億6,900万円余に対しまして、支

出済み額が13億600万円余となり、6,200万円

余の不用額が出ております。このうち、最下

段の水産業振興費につきまして、21の保証事

業を実施しておりますが、これらにおける不

用額が4,056万円余となっております。主な

理由といたしましては、入札残、事業量の減

少、地元からの要望の減少に伴う執行残とな

っております。 

 次に、102ページをお願いいたします。 

 最下段の漁業取締費についてでございま

す。 

 不用額が1,631万円余となっております

が、主な理由といたしましては、人件費の残

及び取り締まり船が用います燃料額の変動や

経費節減に伴う執行残となっております。 

 水産振興課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 当課におきましては、定期監査での指摘事

項はございません。 

 それでは、平成27年度の一般会計の歳入に

ついて御説明します。 

 資料の103ページをお願いします。 

 主なものについて御説明します。 

 上から４段目、国庫補助金につきまして、

予算現額と収入済み額との差が９億3,300万

円余ございますが、これは、繰り越し及び国

庫内示減によるものでございます。 

 繰り越しにつきましては、後ほど説明させ

ていただきます。 

 104ページをお願いします。 

 上から３段目、公害防止事業費事業者負担

金と最下段の漁港施設使用料につきまして収

入未済額がございます。これらにつきまして

は、後ほど附属説明資料で御説明させていた

だきます。 

 次に、歳出について御説明します。 

 106ページをお願いします。 

 主なものとしまして、最下段、漁港建設管

理費の不用額１億4,100万円余となっており

ます。右側備考欄に記載しております。 

 不用額を生じた理由の１、国からの内示が

予算額を下回ったため、9,600万円と全体の

７割を占めております。これは、平成27年度

の国の経済対策予算にかかわるものでござい

ます。そのほかの主な理由としましては、入

札残、事業量の減少及び経費節減によるもの
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でございます。 

 続きまして、繰り越しについて御説明しま

す。 

 附属資料の40ページをお願いいたします。 

 40ページから46ページにかけまして、繰り

越しについて記載しております。 

 46ページをお願いいたします。 

 最下段、合計の欄をごらんください。 

 平成28年度への繰越箇所数43カ所、繰越額

15億500万円余となっております。このう

ち、４カ所、２億4,500万円は国の経済対策

関連でございます。残りの分の通常分39カ

所、12億6,000万円余の主な繰越理由といた

しましては、地元や関係機関との協議、調整

に不測の日数を要したものでございます。こ

れらにつきまして、早期の完了に努めてまい

ります。 

 最後に、収入未済額について御説明しま

す。 

 附属資料の52ページをお願いいたします。 

 まず、公害防止事業費事業者負担金の未収

金について御説明します。 

 水俣市の丸島漁港において、県は、昭和62

年に公害防止事業所により水銀を含んだ汚泥

の除去を行っておりますが、汚泥原因者の１

人が負担すべき金額が未納となっているもの

でございます。 

 負担金9,070万2,000円のうち、強制収用な

どにより、これまで1,041万円余を回収して

おりますが、残る8,029万円余が未納となっ

ております。現在は、無限責任を有する代表

者の老齢厚生年金の受給権を差し押さえまし

て、未収金の充当をしております。 

 今後の対策につきましては、引き続き老齢

厚生年金を差し押さえるとともに、新たな資

産の保有がないか資産調査を継続して実施

し、可能な限り債権の回収に努力してまいり

たいと考えております。 

 次に、漁港施設使用料の未収金について御

説明します。 

 この未収金は、牛深漁港の浄化施設の使用

料に関するものでございます。県では、平成

７年に、水産物の加工に伴う漁港内及び周辺

海域の水質及び環境の保全を図る目的で、天

草市牛深町後浜の牛深漁港区域内に浄化施設

を建設しておりますが、近年の漁獲高の減少

等により、施設を利用している水産業者等の

経営状況が悪化し、使用料の滞納に至ったも

のでございます。 

 平成27年度は、滞納者の早期接触を図るな

ど、新たな未収金の発生防止に取り組んだ結

果、未収金は、26年度に比べまして10万円減

の49万円余となっております。 

 今後も引き続き、新規の未収金の発生防止

に努めるとともに、滞納者からの未収金の回

収に努めてまいります。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 

○池田和貴委員長 以上で農林水産部の説明

が終わりました。 

 ここで約５分間程度休憩をしたいと思いま

す。11時25分から再開をしたいと思います。 

  午前11時19分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時25分開議 

○池田和貴委員長 それでは、委員会を再開

したいと思います。 

 それでは、質疑を受けたいと思います。質

疑はありませんか。 

 

○城下広作委員 ちょっと全体的なこととい

うか、繰り越しの分で、例えば森林保全課の

分で、いわゆる国も２月、３月で予算で出し

て、結果的には、今現在で100％終わってい

るところもあるんですけれども、まだ一部、

まだ何％しかできてないところがありますけ

れども。ただ、ここのところ、災害でまたど

んとふえてきて、そういう影響で、これは大

丈夫なのかなというふうにいろいろと心配す
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るんですけれども、どうなんですか。技術者

的とか工事をする側の業者の問題とかいろい

ろと、もともとあった繰り越しの分で事業が

どんと途中である、今度震災でまたどんとい

ろんなところが傷ついていると。こういうふ

うな影響というのはどのくらいなのか。大丈

夫なのか。 

 

○長谷川森林保全課長 今回の地震によりま

して、繰越事業の箇所についても、資材運搬

道が被災したとか、そういったところで工期

等がまたずれ込んでいるところもあります。

ちょうど下流の４ヘクタールほど、山腹崩壊

が発生した近くで繰越事業をやっている箇所

につきましては、そこは、資材運搬道が阿蘇

市の市道を使っているんですけれども、そこ

はもう復旧のめどが立たないということで、

その１カ所だけを契約の解除をして、もう工

事を廃止したといった箇所もございます。 

 そのほかの箇所については、今竣工を目指

して鋭意努力しているところでございます。 

 

○城下広作委員 例えば、もともと事業計画

としてあった分で、今度また地震によって、

その震災の影響で、このバランスというか、

もともと通年やるという計画の分と今回震災

の分と、予算の分類というか、この辺はスム

ーズにいくんですか。 

 

○長谷川森林保全課長 今、契約解除の１件

をお話ししましたけれども、そこは山腹崩壊

地と谷どめ工をするようにしてたんですけれ

ども、実際山腹崩壊している箇所も今回の地

震で拡大崩壊するなど、そういったところが

ございます。ただ、今施工しているところ

で、そういった崩壊箇所がダブるとかそうい

ったところはほかの箇所はございません。 

 

○城下広作委員 じゃあ、いずれにしろ、も

ともと当初27年で考えていた分、繰り越した

分、これはもうちゃんとやっていくと、例外

を除いて。今回新たにまた災害で、地震で追

加してやる分というのは、これは別の事業と

してまた予算立てして取り組んでいくという

ことで考えていいんですかね。 

 

○長谷川森林保全課長 今年度からやる分に

ついては、緊急治山事業で今国と協議しなが

らやっております。次年度以降は、激特事業

等を活用いたしまして、３カ年間で復旧を図

っていくと、そういうスケジュール感で取り

組んでおります。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○西岡勝成委員 全体的なことなんですけれ

ども、今予算現額に対して不用額が結構ほか

の部よりあるような感じがしてならないんで

すが、農林水産業、１次産業が未来に向かっ

て夢がないんじゃないか。だんだん、後継者

の問題もいろいろありますけれども、ＴＰＰ

の問題もありますが、新事業といいますか、

そういう面についても、公共事業の推進につ

いても、何か未来に向かって夢が描けない我

が県の農業、そういう中、全体的に見えてく

るような感じがするんですけれども、部長、

その辺はどうですかね。どっちでもいいで

す。 

 

○白石農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 まず、不用額の額のお話がございましたの

で、まず私のほうからお答えさせていただき

たいと思いますが、今年度の決算で49億の不

用額があるんですが、これは、昨年度で大体

51億ぐらい、その前が63億ぐらい、その前が

49億、大体同じぐらいの不用額にはなってい

るところでございます。 

 主には、やはり国庫補助の確定に伴う交付

が減になっているとか、それから計画変更で
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事業量が落ちている分とか、それから入札残

とか、そういったものが主な不用額の要因に

なっているところでございます。 

 当然、入札残とかにつきましては、条件が

整えばその年度内にもう一回事業を起こした

りするようにしておりまして、しっかり執行

するように考えておりますが、どうしても、

用地が伴うものとか、それから地元の負担が

必要なものとかにつきましては執行ができな

いで落としていると。しかも、大体12月時点

ぐらいの状況で２月補正分を落としたりしま

すものですから、ぎりぎりいっぱいまで事業

をやる努力をして、結果的に今言ったような

条件が整わずに不用額になってしまったとい

うことになりますものですから、委員おっし

ゃいますように、そうは言うものの、やっぱ

りしっかり予算を組んだものは執行していく

ということで努力したいと思います。 

 それから、ＴＰＰとか非常に農林水産業に

とっては非常に大きな波が来ているところで

ございますので、そのあたりは、部全体、一

体となって予算執行について頑張っていきた

いというふうに思っております。 

 

○西岡勝成委員 入札残とかそういうのはわ

かるんですけれども、資金事業とか補助事業

に対する要望減とか、そういうのが出てくる

と、だんだんだんだん――１次産業の部門

で、そういうのがだんだん減ってくると、意

欲そのものが農林水産業の中にだんだん減退

していくような状況があるのじゃないかなと

心配があったものですから、ぜひその辺は、

未来に向かって夢を描けるように状況をつく

り上げながらやっていっていただきたいと思

います。 

 関連しますけれども、中山間地域の農地集

約について、私は非常に、大きいところは、

水稲とか、そういうところの大きいところは

かなり成果も出て、ちゃんとした集積、集約

ができておりますけれども、中山間地域の農

地の集積というのは非常に私は難しいと思い

ます。 

 天草あたり例をとっても、何カ所か農地が

まとまったところは、どうにか県も努力をし

ていただいて実績も出ていると思います。こ

れからですよ、これから。そのためには、私

はやっぱり作物戦略を先につくっていかない

と、ただ農地だけ、それぞれ集約しにくいと

ころだけ集めてやっても効率も上がらない

し、やっぱり稼げる農業にするためには、ど

うしても作物戦略を先に持ってこないと集約

化も難しいし、連携も難しいと思うんです

ね。 

 それぞれ農地を集約せぬでも、連携といい

ますか、地域ごとにそれぞれあって、連携の

中で一つの作物戦略をつくり、販売戦略をつ

くっていくような形をとらないと、なかなか

後継者も見つからないし、例えば、農地はば

らばらでも株式会社にしたり、そういう形を

とって、その中で作物戦略を、販売戦略をと

っていくような形をとらないと、今後の中山

間地域の農地、農業戦略というのは非常に難

しいと思うんですけれども、その辺は今の実

績も踏まえてどう考えておられるのか、お尋

ねします。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 西岡委員御指

摘のとおり、今熊本県内で、平たん部ではか

なり実績を上げておりますけれども、中山間

地域では、一部、リーダーがおられて、例え

ば、阿蘇地域でも高森地域ですとか、それか

ら水俣地域ですとか、そういった一部では集

落営農組織ができて実績が上がっているとこ

ろもありますけれども、まだなかなか全体的

にできているという状況ではございません。 

 そのため、今後、やはり委員がおっしゃる

ように、作物戦略、それから基盤整備との連

携、そういったものをさらに連携して、特に

中山間地域に今後重点的に集積の取り組みを

やはり県のほうも仕掛けながら、いろいろ地
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域に入って進めていきたいと思っておりま

す。 

 

○西岡勝成委員 ぜひよろしくお願いしま

す。 

 もう１つ、天草大王の件について、61ペー

ジに書いてありますが、知事も落成式には来

ていただいて、天草の産物として期待を私ど

もしているんですけれども、大陸側のほう

は、もう余り天草大王についてはやめて、天

草に任せようというような形になっているや

に聞いておりますが、大体、最初近代化を進

める工場の、解体工場を含めて、東京の山形

屋、佐藤商事ですか、あそこが１億ぐらい金

出して始めて、市も補助金を出して、近代的

な工場とハラール対応の工場になったんです

が、何か聞くところによると、山形屋がどう

も手を引きよるということで――山形屋の大

きなメーンはハラール対応だったんですね。

それで、輸出についても、えらい調子のいい

ような話だったんですが、一番心配している

のは――これがようやく天草大王という名に

ふさわしく生産拠点が天草に移ってきまし

た。天草はちゃんと、ちゃんとといいます

か、一番おいしい時期まで、何かそういう期

間まで養鶏をして、一番おいしい態勢で出荷

するという形を、採算よりもそっちを重視し

てやってきた経緯があって、それが消費者に

認められて、そういう形になりつつあって私

も喜んでたんですけれども、ただ、鶏肉とい

うのは非常にもともと安いですよね。もとも

と安い。それが、アジア戦略とか、まあ、ハ

ラールにいたしましても、そういうものを、

ある程度高いものですから戦略的にやってい

けるのかなと。今後今の状況の中で県はどの

ような支援といいますか、対応策を考えても

らえるのかなと。 

 

○中村畜産課長 生産のほう等を含めてお話

をさせていただきます。 

 委員の御指摘のとおり、天草を中心とした

ところで今後ハラール対応の鶏肉の生産とい

うことで非常に拡大してまいりまして、昨年

度の実績で14万羽までふえてまいりました。

非常に生産も拡大してきて非常に順調であっ

たということでございますけれども、先ほど

委員からのお話ありましたとおり、非常に天

草を気に入られた社長さんが現地の法人をつ

くられまして、一生懸命生産拡大に努めると

いうことで、天草市とともに連携をして進め

てまいられたところなんですけれども、どう

しても、現地の社長さんが健康上の理由で非

常に長期入院が続いたということもありまし

て、なかなかその生産体制、指導等がうまく

いかなかったということで、ちょっといろい

ろな問題が出ているようでございます。 

 今後、その販路拡大について、いろいろな

面で協力してまいりたいと思っていますし、

今後もハラール専用の特徴ある飼料の生産を

今畜産研究所のほうで始めております、昨年

から。また、来年も続けて進めてまいります

ので、特徴ある天草大王の生産に向けた取り

組みも今後とも支援してまいりたいと思って

いますし、流通についても、海外だけでな

く、海外も――ＵＡＥについても、ことし海

外から、ＵＡＥから来てもらって、査察等も

していただいております。さらに、香港だけ

でなく、ＵＡＥへの拡大についても努めてま

いりたいと思っていますし、国内の処理羽拡

大に向けても積極的に取り組みを進めてまい

りたいということで思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

○西岡勝成委員 天草という名前もついてい

ることでございますので、ぜひ、おいしい鳥

ですから支援をよろしくお願い申し上げま

す。 

 もう１つ、クマモト・オイスターについ

て、部長の説明にもありましたが、稚貝は40

万、30万とできているんですが、生産、上が
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ってくるのは5,000個とか、まさしく寂しい

話で、かなり県も、種苗センターを含めて、

もう10数年金をかけてやっておられます。そ

の努力には私も敬意を表するんですが、蒲島

知事も、皿は割るもんだということで、恐れ

るなということでやっておられますが、あん

まり割り過ぎても、財産を、資産を、要する

に県の予算というのは限度があるわけで、努

力をされていることは私も認めるんですが、

ただ、この30万、40万の稚貝を配付して、上

がってくるのは5,000個じゃ話にならぬわけ

ですよ。 

 そうすると、要するに生産者というのは、

ただでできるわけじゃないんですから、今の

ところ稚貝も無料で配付していただいて、あ

りがたく思うんですけれども、やっぱり生産

するのに金がかかるわけですよ。もう私たち

は生産地に近いもんですから、その話をよく

聞くんですが、もうしきらぬばなというよう

な話をよく聞くもので、私もこのハイブリッ

ドを勧めたんですよ。 

 というのが、やっぱり自然条件というの

は、随分温暖化も含めて、戦後間もなくあれ

だけあったクマモト・オイスターがもうなか

なか自然界で育たないと。何とかその技術を

駆使して採算ベースにしようということで、

蒲島知事もアメリカにおられたから、クマモ

ト・オイスターのことを十分わかっておられ

て、かなり予算も積極的につけられてきたん

です。 

 ただ、成果としては情けない状況ですよ。

これをやっぱり何とかつくり上げて、４～５

年前もアメリカから500万個つくってくださ

い、全部買いますというような話が来ている

んですよ。ですけど、5,000個じゃ、桁が３

つも４つも違う。そういう状況を何とか努力

をしていただいて、やっぱり今の自然状況に

合うような形に進めていかないと、これはな

かなか――ことしは水温が高うございまし

た、ことしはプランクトンが少なかったです

ということで、生産が全滅に近いような状況

だと、養殖業者はしないですよ、こういうも

のは。業者は、もうからぬ仕事はせぬです、

研究機関じゃないんですから。 

 この辺は、平岡局長、ぜひ反省も含めて新

たな気持ちでやらないと、これだけの施設、

金を突っ込んで、長年成果が出てこぬとなる

と問題だと思います。 

 

○平岡水産局長 西岡委員から御指摘をいた

だきました。 

 もう７年目、着手して７年目になりまし

て、なかなかまとまった生産、まとまった出

荷ができないということで、生産者、それか

ら消費者の皆さんに大変申しわけないという

ふうに思っております。 

 なかなか生産ができないと生産者の方のモ

チベーションも下がってしまうというような

ことで、委員からもちょっと御提案もいただ

いた例のハイブリッドにつきまして、今年度

から種苗生産を行って、先ほど部長から冒頭

で説明申し上げましたように、30万個の配付

というのを予定しております。このハイブリ

ッド種につきましては、長期間養殖をして、

ある程度大きいものをつくるということ、そ

れから純種につきましては、今取り組んでお

りますように、短期間で、夏を迎える前に出

荷しようというようなことで取り組んでいる

ところでございます。 

 本当に申しわけないと思っておりますけれ

ども、しっかりとこういった形で方針を立て

て生産体制づくりを行っていきたいというふ

うに思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○西岡勝成委員 期待も大きいので、ぜひ頑

張ってください。 

 

○池田和貴委員長 よろしゅうございます

か。 
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○西岡勝成委員 はい。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○山口裕副委員長 関連して。 

 クマモト・オイスターなんですけれども、

陸上での養殖にチャレンジされた生産者もい

らっしゃるんですよね。この取り扱いが、陸

上は、なかなか、ちょっとオイスターとは呼

べないみたいな話も聞いたんですけれども、

県の見解としてはどういう考え方なんですか

ね。 

 

○木村水産振興課長 大矢野のほうで陸上養

殖に取り組まれた事例がございますが、最終

的には製品になった個体数が非常に少なかっ

たということで、やはり海域で発生する餌を

利用するという形でなければ、養殖の経費的

な面で成り立たないのではないかというふう

に現在のところでは判断しているところで

す。 

 

○山口裕副委員長 また、販売に携わった業

者の皆さんもチャレンジされた、陸上経営で

養殖にチャレンジされたということだったん

ですけれども、大矢野はよしとしても、例え

ば吉平物産がチャレンジされた分とかはどう

だったんですか。 

 

○木村水産振興課長 吉平物産とその大矢野

の方が手を組まれてやられたということでご

ざいますので、吉平物産のほうでもそういう

認識だったというふうに考えております。 

 

○山口裕副委員長 わかりました。 

 

○池田和貴委員長 よろしいですか。 

 

○山口裕副委員長 はい。 

 

○城下広作委員 西岡先生の一番最初の質問

で、もう一回ちょっと前提を確認したいんで

すけれども、人口がふえているのは都市部ば

っかりで、この間人口の都道府県の発表があ

って。我々みたいに地方は人口が減少してい

る。こういうときに、うちの人口も減る、高

齢化率も高くなる、そうすると、農地の面積

が、どれだけ維持をしなきゃいけないとか、

こういう分というのは、熊本県で人口減少、

農業の就労者の高齢ということで、これだけ

の分でもうある程度維持はできぬだろうと

か、こういうシミュレーションというのは立

ててあるのかなと。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 農地につきま

しては、基本的にはできるだけ優良の農地を

守っていくというスタンスでございます。そ

の中で、委員御指摘のように、農業者が減っ

ていく中でどうやって農地を守っていくかと

いうことで、まず、認定農業者ですとか、そ

ういった方々の守られる農地のシミュレーシ

ョン、残りの部分をやはり熊本では地域営農

組織、法人ですとか、そういったところでそ

ういったものを設立して地域で守っていく

と、そういった形でできるだけ農地を現状に

近い形で守っていきたいということで考えて

おります。 

 

○城下広作委員 熊本県の場合は農業県です

から、いわゆる人口が減少しようが、農業の

高齢化になろうが、ある程度今の農地は確保

するという考え方ということですね、今の考

え方は。 

 

○池田和貴委員長 よろしいですか。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 はい。 

 

○城下広作委員 それで、それが５年、10
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年、15年と、例えば５年刻みでどこまでその

考え方が本当に現実にできるのかなというこ

ととか、今、ＴＰＰも今から非常に佳境に入

って、そして、先ほど西岡先生が言うよう

に、あえて集積しなくても今の現状の形で、

まあ、作物を考えると高付加価値の部分でい

いものができるんじゃないかという考えもあ

ると思います。 

 だから、そういうことをいろいろとこう考

えて、例えば集積するところは大体優良農地

というふうに決めているんだけれども、それ

以外のところは集積しようたってお金が、費

用対効果を考えたら厳しいと。だけど、法人

化して全体で守っていこうと。どこかで現実

にできるという範囲と、もうだんだんそれが

できなくなるという境目が出てくるのかなと

思って、それはよく考えてと思うんだけれど

も、これは非常に大変今から大事な部分。 

 それと、例えば災害で、地震もそうです。

一般の洪水でも今度災害が起こります。現在

作付しているのは当然災害復旧でやっていか

ないかぬけれども、だんだんだんだんそこが

災害復旧でお金をかける、自己負担も発生す

る、しかし、ところが、何年か後にはもう使

わない土地になってくるとなると、非常にこ

れもまた投資の部分として果たしてどうなの

かと考えなきゃいかぬと、非常に難しい時代

になるのかなと。特に農業問題というのは非

常に大きいからですね。 

 だから、ここは、私も答えはないんですけ

れども、非常にそこは先駆的に皆さんがぜひ

考えて、各部横断的に考えていかないと、何

か対症的に何かとにかくフォローしよう、そ

して投資しよう、そしてつくりやすいように

しようと。だけど、あるときの段階で一斉に

ばあんとやめた後、やれないという時代が来

たときに、ちょっと大きな負になるのかなと

いう感じがします。これはちょっとよく考え

る必要があると私は思いますけれども、どう

でしょうか。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 委員おっしゃ

ったようなことを考えまして、実は県のほう

では、今、県の総合計画に合わせまして農業

計画のほうも見直しをしておりますので、そ

の中で、担い手の今後の見通し、それから基

盤整備ですとかそういったものとあわせて、

さらに、当初もうちょっと早く出したいと思

ってたんですが、今後、地震の影響でどのく

らい影響出て、そういう耕作放棄地といいま

すか、そういったものがふえてくるかとか、

そういったことも踏まえて、よく考えて、ま

た農業計画等の中で御説明していきたいと思

っております。 

 

○城下広作委員 最後に１つ。阿蘇だって優

良農地ですけれども、あれだけ陥没して、あ

れだけ圃場整備はどうやって戻すかとかとい

う部分も、費用対効果じゃないけれども、ま

あ基本的には守ってもらいたいですよ。とこ

ろが、それでちゃんと後でバックアップする

――あそこの場合は条件がいいかもしれぬけ

ど、条件が悪いところなんか果たしてそれで

いいのかなということも、ちょっと勇気を持

って考えるべきときじゃないかなということ

だけ申し述べておきたいと思います。 

 以上です。 

 

○岩中伸司委員 鳥井課長にばっかり尋ねる

ばってん、ちょっと申しわけありません。 

 今のに関連して。ここに青年就農給付金事

業で、先ほどの説明で給付対象者減というこ

とで、前年度のこの対象者というのが930人

ぐらいで、この数自体、私も、この熊本県が

ローカル県とする場合に、もっともっと多く

なっていかなければいけないけれども、非常

に難しい問題と思うんです、今の青年たちと

私もかかわってきて。そして、さらには、Ｔ

ＰＰ問題等々で、農業だけに限らず農林水

産、１次産業がやっぱりこの国、ずっと衰退
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していくような動きになっていく危険性を非

常に感じるんですね。そんな中で、やっぱり

青年就農の人たちをどうふやしていくのかと

いうことは、大変な事業と思うんですが、こ

の昨年度のやつでも930人ということですけ

れども、これは目標よりもかなり下回ってい

たということで理解していいですかね。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 給付金ですけ

れども、毎年新規就農者という方々はおられ

て、熊本の場合には、27年度が311人で全国

的にも多うございます。簡単に試算します

と、そういった方々が、例えば35年サイクル

で回られると、例えば１万人とか、そういっ

たある程度の農家が確保、維持できますの

で、やはり目標としては300人を超えるよう

な新規就農者というのを確保していくという

のが一つの考えでございます。 

 また、そういったところも今農業計画の中

で検討しているところでございます。やはり

考え方としては、新規参入者の方を、300人

を超えるような方を確保して、さらに、そう

いった人たちがやはりどうしても諦めて離農

しないといいますか、そういった形のフォロ

ーアップもしっかりしていくという、そうい

った取り組みを今後しっかりやりたいと思っ

ております。 

 

○川口生産経営局長 今、岩中委員からござ

いましたけれども、青年就農給付金の受給者

といいますか、全国で２位の数です。熊本県

としては非常に多いと思っています、これに

つきましては。ただ、青年就農給付金という

のは、あくまで準備、あるいは経営を開始す

るという形のものですけれども、要は、開始

をしたその人たちの中でもやっぱり新たに農

業に従事した人たち、その人たちのレベルア

ップもやっぱりやっていかなきゃいけない、

やっぱりお金だけの部分じゃなくて、要は、

ネットワークを組んでいくとか、いろんな対

策を打っていかなきゃいけないと思ってま

す。その中で、今、県としましては、農業経

営塾であるとかアカデミーであるとか、やっ

ぱりその就農された方々に対してもやっぱり

レベルアップして、要は、地域の本当の担い

手となっていくような形での推進をあわせて

やっているところでございます。 

 

○岩中伸司委員 全国で２位ということで、

農業県熊本ですので、しかし、やっぱりその

努力はいろんな頑張りの中でそういう結果を

出されているというふうに思うんですけれど

も、全体として農業というのがなかなか収益

性が上がりにくいということで、今の若い人

たちには――金銭だけでいけば、そういうと

ころに行くと思うので、本当の意味での我々

が生きていく一番の基本のところの大切さと

いうのをしっかりやっぱり宣伝もしながらい

かないといけないなというふうに思います。 

 私なんかも、50過ぎてからやっとそういう

目覚めた感じですので、若いころはそんなこ

と考えとらぬだったですもんね。やっぱり農

業、漁業にしても、林業にしてもそうだと思

いますけれども、もう少しやっぱり我々が生

きていくという基本のところをしっかり捉え

ながら、農林水産部だけでなくて、やっぱり

全庁的に取り組んでいただきたいなというふ

うな強い要望を持っていますので、よろしく

お願いします。 

 

○池田和貴委員長 要望ですね。 

 

○髙野洋介委員 先ほど私が質問しようとし

たことは全部岩中議員がおっしゃられて、回

答は川口局長が言われたんですけれども、農

業アカデミーと経営塾のことをさっき言われ

ましたけれども、今、もう第４期か５期

……。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 経営塾につき
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ましては第４期、アカデミーは既にもう５～

６期続けております。 

 

○髙野洋介委員 経営塾について少し苦言を

呈したいと思いますが、１回目と４回目とい

うのが非常に中身的に私は変わってきたんじ

ゃないかなと思っております。中身というの

も、受講の中身と来られる方の感覚の中身が

若干変わってきているんじゃないかなという

ふうに思っております。ここが、私はこれか

らの熊本の農業を支える方々のポイントだと

思っていますが、それぞれの受講者によっ

て、自分が勉強したいこと、学びたいことと

か、それがマッチすればいいんですけれど

も、マッチしないパターンというのが結構あ

るんですね。ですから、そこは、まず最初に

面接か何かをされると思ってますので、その

ときに、どういう勉強をしたいのか、どうい

うことを今後やりたいのかというのをある程

度把握をしながら進めていかないと、途中か

ら、ある受講者に聞くと、もう行ったって意

味んなかという声も上がりよっとですよ。で

すから、そこの中身をしっかり精査をして、

１回目からどんどん進めていくごとに充実し

たようなものにならぬと、最初は鳴り物入り

でしたもんですから非常に充実したと聞いて

おります。ですから、回数を重ねるごとに問

題点が出てくるわけですから、そこはしっか

り精査をしながらやっていただきたいのと、

問題は、それに入らない方ですよ。そこが大

事なんですね。結局、現場に出て、ずっと朝

から晩まで畑なりハウスなり入ってされてい

るわけですから、余裕がない方もいらっしゃ

います。ですから、そういう経営塾のような

ものを、それぞれの出先があるわけですか

ら、そこでもやるとか、いろんなやり方を今

後検討する必要があると思いますが、いかが

でしょうか。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 まず、訂正を

させてください。 

 経営塾につきましては、ことしが第７期で

ございます。失礼しました。 

 その中で、委員おっしゃるように、当初や

はりだんだん若い方がふえてきたり、最初の

募集に対してなかなか集まりにくくなってい

るとか、そういう状況はございます。特に、

今回、経営塾につきましては、そういう講座

を、講座が10回程度ありますけれども、そこ

での座学プラス個別の方に対する事前研修、

それから、事後、個別のオリエンテーション

ですとかそういったことを充実させて、受講

者の方々全部に対して一辺倒の講座ではない

ような形で、今少しずつ取り組んでおりま

す。 

 さらに、ことしから充実させたいと考えて

おりますのは、今までの６期の方、卒塾生に

対するフォローアップ、そういったものをや

はり定期的にやりまして、特に経営塾生、卒

塾生のネットワークをつくるとか、そういっ

たことについても重点的に取り組んでいきた

いと思っております。 

 

○池田和貴委員長 よろしいですか。 

 

○髙野洋介委員 はい。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○早田順一委員 37ページですけれども、農

業総務費、一番下の。経費節減に伴う執行残

とか事業量の減と書いてありますけれども、

その中で、38ページのくまもと地産地消活動

支援等事業、これも減になってますが、ちょ

っと内容を聞かせていただきたいと思いま

す。 

 

○荒木流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 地産地消活動支援事業につきましては、27
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年度につきましては、幾つかのパターンで事

業を実施いたしておりますけれども、主なも

のにつきましては、地産地消の意識啓発とい

うことで、ホームページをつくってのサイト

運営ですとか、メールマガジンの発信、それ

から地域独自の活動としまして、地域の市町

村が中心になった協議会に地産地消のいろん

な取り組みを考えてやってくださいという、

そういうふうな助成的なもの、それから、あ

るいは、今670店舗ほどございますけれど

も、地産地消協力店を募集してその活動を促

進しようというもの、そういうふうな活動に

努めてきているところでございます。 

 

○早田順一委員 これは条例で、熊本地産地

消推進県民条例にのっとって、それぞれの課

で皆さん毎年報告もされて一生懸命頑張って

おられるところでありますけれども、先ほど

からＴＰＰの話が出てきてますけれども、恐

らくその国あたりもいろんな対策で、ハード

事業とか予算をおろしてくるんだろうという

ふうに思いますが、肝心の消費のほうです

ね、そこで県産品がいいんだよというのを知

らしめて、やっぱり県でできることは県で消

費する、そういう活動をもっともっとふやし

ていかないと私はいけないかなというふうに

思っております。10年後、15年後、ＴＰＰの

影響でどうなるかわかりませんけれども、そ

ういう意識というか、教育というか、そうい

うものをぜひこれから進めていただきたいと

思いますので、なるべく地産地消に関しまし

ては、予算を使い切ってもらうぐらい頑張っ

ていただきたいなという思いでございますの

で、これはもう要望でございます。 

 

○池田和貴委員長 よろしいですか。 

 

○早田順一委員 はい。 

 

○岩田智子委員 関連して。 

 私も、農業総務費のこちらの成果のほうに

いろいろ成果が書いてあって、私としては、

やっぱり学校の教員だったし、家庭科の教員

だったので、地産地消とか食とか、とても興

味があります。そういうことで、ふるさとの

食とかの冊子とかもつくっていらっしゃいま

すよね。そういうのを私ども活用したことも

ありますし、地産地消のこと、そして６次産

業化とかもとても興味があるし、私の周りの

女性陣というか、特に女性なんですけれど

も、とても興味を持って、いろいろ起業した

りやっている友人たちもたくさんいます。そ

ういうところをもっと広げられると、農業の

推進とか、先ほどからずっと心配されている

ようなことがなくなるのではないかなと私は

思っているんですが、そこで、さっきのふる

さとの食文化で3,000部ほど冊子をつくられ

ていますが、それはどういうところに配布し

ていらっしゃいますか。 

 

○今田むらづくり課長 ふるさとの食の継承

活動事業ということで、食の名人あたりを活

用して食文化の歳時記等を作成したものをお

っしゃっているかと思いますが、配布そのも

のは、ちょっと細かい――この場所でどこに

配布とはちょっと細かにはあれですが、県の

ほうで１冊――ちょっと値段忘れましたが、

情報プラザのほうに置いているかと思います

が、販売もしているところで、細かな配布先

については、また御報告させていただきたい

と思いますが。 

 

○池田和貴委員長 後で御報告でよろしいで

すか。 

 

○岩田智子委員 はい、よろしくお願いしま

す。教えていただければと思います。 

 とても、あれを見ると、本当に昔からの食

の大切さとか、今若い人たちはやっぱり知ら

ないので、いいんですよね。小学校とか中学
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校とか高校とか、教育のところでもすごく活

用ができると思うので、ぜひたくさんつくっ

ていただいて、3,000部で足りるのかなと私

は思っているので。済みません、以上です。 

 

○髙野洋介委員 今、全体の農林水産部所属

の職員数と、事務職員と技術職員の内訳をち

ょっと教えてもらいたいんですが。 

 

○白石農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 全体が約1,200です。技術職員が、そのう

ち900、事務職員が200、現業職員があと

100、それで1,200になるかと思います。 

 

○髙野洋介委員 なぜこういう質問をするか

といいますと、いつも言っとっとですけれど

も、104ページぐらい今回の資料があって、

農林水産部は相当幅広いんですね。その中で

も、農業の技術屋さん、農業土木、水産、林

業、畜産とか、それぞれ分かれています。今

現在、この農林水産業界を見た中で、その中

でもまた、野菜であるとかイグサだとか、県

内にはいろいろそれぞれ細分化されてて、私

が今非常に懸念しているのは、このままの段

階でいったら、恐らく生産者であったり、そ

れぞれの民間の人のほうが技術力や知識が非

常に高くなって、これだけ県庁の職員さん、

特に技術屋さんが少ない中で一生懸命やられ

ている姿を見ると、逆に教えてもらうほうが

多いんじゃないかなというふうに思っており

ます。ですから、私の思いは、もう少しそれ

ぞれの技術職員をふやすべきじゃないかなと

いうのが、そもそもの思いがあるんですが、

それについて、部長、どういうふうな御感想

というか、御所見をお持ちでしょうか。 

 

○濱田農林水産部長 私も、農林水産部、長

うおりますから、ふやしてほしいという気持

ちはもう一緒でございますが、ここ20年間の

行革の中で、地方公務員の減員という全国的

な流れの中で、これは事務職ももちろん一緒

ですけれども、他の分野の技術職も一緒で

す。我が農林水産部もそういった形に連動し

ながら非常に集約をしてきたという歴史がご

ざいます。 

 ただ、その中でも、例えば近年発生してお

ります動物の口蹄疫ですとか鳥インフルエン

ザ、こうしたものに対応した獣医師さん、あ

るいは今回の災害でいいますと、ＮＮ技術、

それから林業の職員、こうした方々の数の脆

弱さというか、こういったのも実感しており

ます。 

 これは一朝一夕にがんとふやすわけにはい

かぬとは思いますけれども、時々のやはり環

境に応じて、あるいは仕事量の増減に応じ

て、そこは我々も総務当局と折衝はもちろん

していきたいというふうに思っています。 

 何しろ我々は、この農林水産業、きっちり

と回るというのが仕事でございますので、そ

のための手段として必要なものは当然要求し

ていくと、そういう思いでおります。 

 

○髙野洋介委員 私も同じ思いでございま

す。ぜひ総務部と闘って、ぜひ枠をかち取っ

てしなければ、有事のときにはしようがない

部分もありますけれども、有事じゃなくて

も、ただでさえ人がおらぬとに、それで有事

が発生したときに回らなくなったら、もう地

元も現場もばったりいけませんので、そこは

しっかり執行部と議会が両輪になって、やっ

ぱりそこら辺の――行革も十分わかっとで

す。わかるんですが、それで民間の方に迷惑

かけるといけませんし、熊本の基幹産業であ

る農業をしっかりと守るためには、技術職員

の育成というのも非常に大事な観点でござい

ますので、そこはしっかり今後とも取り組ん

でいただきますように要望しておきます。 

 

○池田和貴委員長 これは、あわせて、私の
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ほうからも最後に、これは農林水産部だけで

はなくて、ほかのところにもお話をさせてい

ただいているんですが、今、濱田部長のほう

からおっしゃられたように、約10年かけて、

かなりの人数、定員管理をやってこられまし

た。約20％ぐらい削減をされていますです

ね。その中で、先ほど髙野委員も御指摘もさ

れたように、この熊本の震災をこの１年やっ

てみて、本当にこの定員管理、このままやっ

ていって熊本の農林水産業を守っていけるの

かどうなのか、本当にいい検証をもう一度こ

こでやるべきじゃないかというふうに私も感

じているところでございます。 

 一番やらなければいけないのは、やっぱり

熊本の復興というのが最重要課題で、その最

重要課題をやるときに、定員管理も、それは

もちろん必要でしょうが、当然そこは、この

大震災があったからこそ立ちどまって考えて

いくべき時期なんじゃないかというふうに思

っております。これはことしの決算の数字に

は入りませんけれども、ぜひそこはやっぱり

考えていただければというふうに思っており

ます。 

 また、地震だけではなくて、その後の大雨

の被害ですとか、また、阿蘇山が噴火した自

然災害への対応、また、先ほど城下先生のほ

うからもおっしゃられましたＴＰＰもどうい

うふうになるかわからない事態の中で、本当

に今のままの体制でやっていくことが可能な

のかどうか、そういったものもぜひ皆さん方

の中で議論をしていっていただきたいという

ことを私も要望したいというふうに思ってお

ります。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 なければ、これで農林水産部の審査を終了

させていただきたいと思います。 

 次回の第８回の委員会は、11月21日月曜日

午前10時に開会し、取りまとめを行うことと

しておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会します。 

 本日は、御苦労さまでございました。 

  午後０時10分閉会 
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